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2012 年 1 月 4 日 
仕事始め 
今日は仕事始め。8 時 45 分より新年の挨拶。 
新年のあいさつ要旨 
昨年は想定を超える天災が日本列島を襲いました。 
東日本大震災と、東電福島第一原子力発電所の重大事故、降雨量 2,000mm を超える紀伊半島大雨災害。 
深層崩壊、新しいガケ崩れが至る所で発生した田辺市の真砂市長の話では「危機的な状況をリアルタイムで住民に知らせることができたら

いいのですが。」 
村でも、6,000 人全てに危機的な情報を知らせるシステムを、近日中に作り上げます。 
年末年始、ＴＶ、新聞、ラジオ では、橋下大阪市長の話が出ない日は無い。 
4 年前、橋下知事誕生以来、府及び市町村には、大きな変化が起こりました、 
・下水道の府下一元化 ・上水道の企業団化 
・互助会の破産  ・府下公務員健保と共済の統合 
・市長会、町村長会、町村議長会、振興協会の統合 
南河内では、 
・富美山(し尿処理施設)と、南河内清掃施設組合に統合。 
・3 市 2 町 1 村共同事務組合が年初より動き出しました。 
次から次へと機構がスリム化されつつあります。 
昨年、河村市長による名古屋市長選で、地方政治に住民の意向が大きく反映され始めました。 
大阪の知事、市長同時選挙では、今まで選挙に無縁だった人たちが投票したことにより、圧倒的な差で橋下維新の会が勝利したことにより、

大阪の改革はさらに加速される。 
既成政党、自民、公明、民主、みんなの党、社民党が、維新の会の力を認識したことで、大阪の改革は確実になった。 
・上水道の府市統合が始まった ・国保の府下一元化も時間の問題 
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・幼保一元化のスピードは速い ・後期高齢者医療 
・ＩＴのクラウド化 
次から次へと統合、合理化の問題が出てくる。 全て 2～3 年で結着に至る速さです。 動きを監視して早め早めに捕まえないと、取り返し

のつかない状況となる。 
私は千早赤阪村へ帰ってから、春雨生産、しいたけ原木栽培、食堂、しいたけ菌床栽培、駐車場経営、豆腐屋、巻き寿司屋をやった。 春
雨生産をやめた時点から、仕事の賞味期限が切れたらすぐやめようと心に決め、 
現在は、食堂、豆腐屋、駐車場、ＩＴのメンテナンスサービス、を嫁と息子が運営し、政治資金の面倒を見てもらっている。 
世の中の変化、お客様のニーズを少し読めたから、破綻せず、倒産せず、人に迷惑を掛けないで現在に至っている。 
行政に倒産はありませんが、チェンジが遅れれば夕張です。今年も皆さんとともに良い村造りに励みます、諸君の協力をお願いします。 

大阪新年互礼会(大阪国際会議場) 
13 時 30 分～ 

12 時 議長とともに役所を出る。 13 時 会議場着。 
大商、関経連、同友会、大阪市、大阪府 合同につき、参加者が多い。さすが広い国際会議場も満杯。 主催者の橋下市長の挨拶で始まる。 
2 分間スピーチだが相変わらず元気がいい。 
副知事、危機管理鑑、総務部長、教育長、町村長会事務局長 挨拶を交わして府庁へ。 
大阪府庁 
初出の挨拶。 本館のめぼしい所を回り、咲洲庁舎へ。 
大阪府 咲洲庁舎 
農林水産部、産業推進、金融支援、市民文化、各セクションを回って帰庁。 

帰庁。 
18 時 30 分 
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1 月 5 日(木) 
今日は 1 日挨拶回り。 
森屋より挨拶回り開始、午前中で旧村終わり。 

小吹台終了後、竹本代議士、大谷代議士、鈴木府会議員、吉村府会議員、府民センター、保険所、警察署、消防本部、西野府会議員事務所 
挨拶で終わり。挨拶三昧の 1 日でした。 

午後 

 
1 月 6 日(金) 
葬儀 
今日は片井君のお母さんの葬式(ちはや老人憩いの家)。 

連合新年互礼会(マイドーム大阪) 
15 時より 

松井知事と面談(府庁別館) 
16 時 45 分 

市長会：泉南市、高石市、東大阪市。 
町村長会：能勢町、忠岡町、千早赤阪村。 
知事室へ、今年も地方が元気の出るように、財政的な配慮をお願いした。 

 
1 月 7 日(土) 

千早赤阪村消防団出初式 
１０時 

今年は 2 年に 1 度の出初式。参加は村消防団 80 人、富田林消防署千早赤阪出張所。 
例年非常に寒い日だったが、今年は風がなく過ごしやすい状況で始まった。太陽が出ていたのははじめだけ、徐々に寒くなり最後は冬の 
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出初式となった。 
昨年日本を襲った想定外の天災にどう備えるか、起こった時の対応は？ 大槌町、陸前高田、田辺、被害を受けた街の状況を参考にまとめ

よう。 
消防装備も徐々に更新している。昨年末救急車を購入(車体は日産自動車製 損害保険協会より無償提供、艤装は村持ち) 
昨年可搬式ポンプ運搬車２台更新、東阪、千早。 今年も２台更新する、地区は消防団に一任。 
安全安心に対する投資は可能な限りする、出来れば使わない方がいいのだが。 
ほぼ一時間、岡本団長以下気合が入っている。 
１２時より自治労の旗開きがあったが、時間の都合で欠席。 

自民党 竹本直一 合同新年互礼会（すばるホール） 
１４時 

例年通り出席者が多い。 顔見知りが多いので話題は尽きない。 もう少し若い諸君の出席がほしい。 
今年は衆議院の選挙がありそうだ。 

 
１月８日(日) 

富田林市消防出初式(石川河川敷)  
１０時 

例年非常に寒い出初式。 数年前、富田林市 鳴川議長が「まさに拷問だ」といったほどの寒さ。 河川敷の風は金剛おろしより寒い。 
今年は非常に暖かかった。晴天の日光がまぶしいほど席を照らし、日焼けを気にするほど。富田林の出初式に７回出席して初めての温かさ。 
消防団、消防署、三十数か所に及ぶ自主消防組織、ほぼ８００人が整列するのに２０分かかった。 
１億数千万円のはしご車、１億円に近いはしご車、１千数百万円の消防車が１０数台、可搬式ポンプ、機材だけでも２０億円を超える、安

全と安心は金がかかる。 
今年は市長の式辞、消防長の挨拶、団長の挨拶、団員表彰３０数分で出初式は終わった。 
すぐに一斉放水、千早赤阪村の一斉放水より少し迫力があった。 
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１月９日(月) 成人の日 
１０時

今年は５４人が成人する。 

 
成人式(くすのきホール) 

開式１５分前に、軽の改造車に乗った羽織袴の成人が、日の丸を掲げて くすのきホール に来た。 元気がいい若い諸君が多いのは村の将

来にとって嬉しいことだ。 この諸君が今の元気を３０年、４０年先まで持ち続けてくれたら村も安泰だが。 
成人女性は輝くほどきれいだ、元気がいい、肌が輝いている。 
成人たちが思いっきり飛躍できる村を作るのが私たちの仕事。 成人諸君にツケを回さない村造り、国造りが私たちの使命だ。 

 
１月１０日(火) 

農と緑(地域政策室)来庁 
１０時 

 ダイトレのガイドマップは２０１２年予算で作る予定 
地図の中心にダイトレを持ってきて、従来の地図は大阪側が３分の２だったが、大阪側２分の１、奈良和歌山側２分の１に近い地図を

造る。 ダイトレへのアクセスをもっと充実させるようにする。 
市町村のＱＲコードをガイドマップに掲載し、携帯端末で市町村のマウンテンガイドにアクセスできるようにしたい。 

 金剛山登山道周辺の山林は、アドプトフォレスト制度を使って成長期に伐採をし、皮をむいた杉・ヒノキ材を出材し、登山道補修材料

を調達できるようにする。 
 公共建築物を木材で作る場合、補助金を出来るだけ取れるように府としても努力をする。 

木材単価低迷を打開する必要から、公共建築物を木造で作る事業が林野庁から奨励されている。 
 国の間伐補助に制度変更があり(毎年間伐面積が５へクタール以上の施業計画がないと間伐補助をしない)、大阪のように個人の山林所

有面積が少ない所では(ほとんどの山主が５へクタール以下)、森林組合が森林所有者を集め、計画的に間伐をする組織を作り、千早赤

阪村で実施する。 
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Ｊメディカル来庁 
１５時３０分 

バチカン(ローマの中心にあるキリスト教カトリック総本山)の許可のもと、日本で上演される「マリア・テレサ」のオペラを後援する人・

企業はないか？ 
後援できる人物・企業があれば村の経営は少しは楽だと思う。 

 
１月１１日(水) 

経営戦略会議 
私たちの仕事は公務員。公務員にとって、１番大切な仕事は人に対する優しさ、住民に優しく接することです。 
住民協働という言葉がありますが、ただ役人目線で住民に「あれもこれもやってください」と言っても、住民は動いてくれません。 
住民をタダで使おうという姿勢では、住民協働は成り立たない。ギブアンドテイクはまず５０：５０が原則です。可能な限り住民とともに

働く姿勢が必要です。 
最大限の優しさ(ホスピタリティ)をもって住民と接すれば、みんな動いてくれると思います。 
本日のテーマは、 
・２０１２年度予算編成に向けて、４次総合計画の第２期実行計画を作ること。 
・若手による、行政経営戦略プラン後継計画策定。 
・村政に対する、外部評価委員会設置。 
・住民提案型協働事業補助制度の策定。 
で終わった。 
午後 
金剛登山 
時間が空いたので、４時前暇をもらって金剛登山、９７０回目。念仏坂に掛かるとアイスバーン。今シーズン初めてアイゼンをつけて登山。

ほぼ１時間で頂上。 ９７０回、あと３０回で１００００回となる。体の為にも登り続けよう。 
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１月１２日(木) 
木村のおばあちゃん、木村タチエさんが亡くなった(１０３歳?だと思う)。 
一昨年１００歳の時、木村宅を訪問した。元気に接待してくれたのを思い出す。 
明治４３年生まれ、明治は遠くなりにけり。 
明治で思い出すのは司馬遼太郎の「坂の上の雲」。 明治の先輩は知恵と行動力で大国ロシアに勝った。 
今の政治家に、明治の政治家の気骨と気概を求めるのは無理か？ 

水道のレク 
午後 

水道事業団に村の考えが通らない。 しかし、住民にいつもよい水を供給する体制が見えてきた。 
次の世代にツケを回さないようにしたい。 

 
１月１３日(金) 

舗装工事の入札金額入れ 
朝 

２件 

公明党 新春年賀会(ホテル二ユーオータニ) 
１１時より 

松井知事、橋下市長、以下 府下市町村長出席。 
とくに感銘を受けたのは、山口那津男代表、橋下市長、両氏の演説のうまさ。  
山口氏、抑え気味でクールに話す。一言一句丁寧に喋る。橋下市長、言語明瞭、熱く迫力で迫る。二人から話し方を学習したいものだ。 
ホテルニューオータニ 2 階会議場はまさに満杯。 いつもの通り、料理といい、飲み物といい、政治向きのパーティではベスト。 
民主党を除いて、ほとんどの政党の皆さんは参会。パワー、力のある政党は強い。 
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上下水道課から報告あり。 
夕刻 

橋下市長の方針。２月大阪市議会で、大阪府広域水道企業団への参画を市議会へ提案。 水源から末端給水地までの、トータルシステムを

維持。市町村を含めた浄水場のあり方等、諸問題を検討し、府域１水道、ワン水道を実現する。 
 
１月１４日(土) 

大谷啓 新春の集い(すばるホール銀河の間) 
１８時より 

１５区の首長全員集合。参加者が非常に多い、大谷議員の人柄か？ 
昨日文部科学大臣になった平野大臣が出席。 民主党としての背水の陣、新内閣の覚悟を聞いた。 
大臣の話ぶりからは、今年 衆議院選挙があるかどうか不鮮明。 
最後の大谷啓先生のスピーチで、出来る限り経済の活性化を推進することが日本の生きる道、経済を活性化してのち増税が本筋、の話が気

に入った。 

木村タチエさんのお通夜 
１９時１０分 

大谷啓先生新春の集い 乾杯の後 あんらく へ。 どうにか間に合った。 
参列者の非常に多いお通夜、１０３歳まで生きたのだから当然だろう。 

 
１月１５日、(日) 
１０時より

菊井君に頼む。 

 
熊取町 中西市長事務所開き 
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とんど 
今日は、千早のとんど、 東阪のとんど、至る所でとんどがあるらしい。 
千早のとんどは午後２時から、東阪 １０時３０分から。 
３年前から始まった東阪のとんどは世代間交流事業。 年寄りからヤングまでよく集まったもんだ。大津神社 西沢氏の祈祷で始まった。 玉
ぐし奉奠の後、点火。 仕掛けがあるらしくすぐに火がついた。 
かなり大きなとんどだが、東阪駐在所の上の広場、消防団も待機していたが場所が良く問題が無い。 
勢いよく とんど が燃えだし少し下火になった頃、ぜんざい のサービスが始まった。 
おでんもある。 酒、ビール、ジュース、世代を超えて楽しい一刻、正に世代間交流。 
世間は寒いがとんどの周りは暖かい。 

法権塔の水仙祭りへ、ぼちぼち客が来る。 しかし、去年よりはすこし人が少ないか？ 
午後 

水仙を見に来る人はほとんど昨年のリピーター。 やはり毎年のＰＲが必要。 
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